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発行：NPO法人 大分県「協育」アドバイザーネット

　この度、教育の協働」についての回想録を私自身の振り返りの資料集として作成してみま

した。冊子はNPO法人のホームページに掲載しています。

　学校週５日制という、戦後の大きな教育改革が動き始めて３０有余年が過ぎました。私も

平成３１年（2019年）３月31日をもちまして、46年間の教員生活（社会教育行政を含む）を終え、

嬉しくもあり、寂しくもあるという心境でした。そこで、本「回想録資料集」は、子どもたちの学び

（方）を支える教育のあり方を振り返ることとし、「教育の協働」を進める立場としての30有余

年の歩みについて、現在の「教育の協働（学校と地域社会や家庭の協働活動）」の活動に至

るまでの変遷を、私が関わった中での取組みについて回想し、これまでの「教育の協働」へ

の歩み（歴史）があったからこそ「今がある」という「回想録」としてまとめたものです。本文は

222頁になってしまいましたが斜め読みでもしていただければ幸いです。

　本資料は、私が学びながら歩んできた「教育の協働」の取組みを振り返り、当時の資料を

整理しながら「教育の協働」の歴史を紐解いて編集してみました。本資料が今後の「教育の

協働」の活動をされる若い世代の方々の「歴史があって今がある！」ことの参考資料となれ

ば幸いです。

　第１章　「教育の協働（協育）」への歩みの概要

　第２章　学校週５日制度が「学校教育改革への大転機」の時代へ！

　第３章　大分県における「教育の協働」の取組みの時代へ！

　第４章　地域学校協働活動の制度化へ！

　第５章　「教育の協働」の実践と発展へ！

　第６章　NPO法人大分県協育アドバイザーネットの設立

NPO法人大分県協育アドバイザーネット　＜筆者・文責＞理事長　中川忠宣

地域協育振興プラン」策定当時の柳澤課長から感想（一部を紹介します）

　回想録資料集、どうもありがとうございました。全体、拝読しました。確かに、これだけの「歴史があって」こそ「今がある」というのは本当

に実感ですよね。当時、「協育なんて何？」という感じの時代でしたが、今や、その趣旨は全国のどこからも否定されないし、形はいろいろ

ですがその方向に教育行政は確実に進んできています。社会教育行政も「社会教育士」の称号が広く称することができるようになるな

ど制度面でも広がりができ、学校教育部局もいじめ対応や部活動なども地域連携をドンドン進めており、着実に道を歩み始めた状況に

はなっています。それらを先導したうちの一つは間違いなく当時の大分県教委だったと思います。そういう状況に至るまでの、試行錯誤か

ら始まった状況とその後の流れがよくわかる、いい記録になっていると思いました。

　最近の地方の動きを報道等で見る中で感じるのは、間違いなく我々が当時目指した方向性に進んできていて、あの頃の試行錯誤は

重要な意味があったんだなぁ、ということです。それを実質的にリードされたのは中川さんであり、それが正しいと認識して、それに乗った

のが、私を含む当時の生涯学習課メンバーだったと思います。 ＜文部科学省大学研究基盤整備課長　柳澤＞

大分県版「教育の協働(協育)」への歩み 「歴史があって今がある！」

NPO法人大分県協育アドバイザーネット 設立・活動への道
【回想録資料集】

(回想録資料集.pdf QRコード)

こちらのQRコードから
スマートフォン・タブレット
で気軽にアクセスして
読んでください

<２０２５年（Ｒ７年）>　第１７回 地域発『活力・発展・安心』デザイン実践交流会のお知らせ

主　催　　東国東地域デザイン会議／大分大学教育マネジメント機構基盤教育センター／

　　　　　ＮＰＯ法人大分県協育アドバイザーネット

会　場　　「梅園の里」　（国東市安岐町富清2244）☆梅が咲き誇る三浦梅園生誕の地☆

期　日　  令和７年（2025年）２月２２日（土）

テ ー マ　　学校運営協議会制度の導入による「地域とともにある学校」づくりのための学校運営への効果を考える

日程など詳細は1月発行の会報誌56号に掲載致します。



広報部よりお知らせ

事務局よりお知らせ

郵貯 記号 17220　番号 4866821　トクヒ）オオイタケンキョウイクアドバイザーネット

協育ネットの活動は皆様の会費で行っています。年会費の納入をお願いします。振込先は下記口座へ

会費納入のお願い
会費納入

お願いします！

＜会員訪問＞  訪問先：大分市の有田哲則さん

  　今回は11月16日（土）に、子どもたちの様々な体験活動を支援されている大分市の有田哲則さんの「芋ほり」の現場へ伺いました。今

　回の芋は「紅はるか（甘太くん）」と「安納いも」を掘りました。芋畑は2反？以上ありそうな広い畑で、素晴らしい光景でした。有田さんの

　広い畑に毎年野菜などを植えたり、山ではミカンを栽培したりして子どもたちに収穫体験をさせているとのことでした。当日招待したの

　は臼杵市にある「こどもデイサービス　きとん」の子どもたちでした。招待するきっかけは、ある不動産会社の方が訪ねてきて、いろいろ

　話をしている時にこのデイサービスの話になり「ならば、みんなで芋ほりに来ませんか」ということからトントン拍子に話が進み、その後、

　有田さんがデイサービスを訪ねてから決まったそうです。当日は子どもたちと引率の方が20名ほど来られて「すごい！」「こんなに大き

　いよ！」などと言いながら楽しい芋ほり体験をしていました。私は、私が関わっている学校の「七輪パーティー」の食材としてコンテナ3つ

　ほどいただいて学校に届けました。もちろん私と上原さんもたくさんいただきました。来年も約束をしてきました。12月には「ミカン狩り」に

　大分市の子どもが来るそうで、いろんな学校等の体験活動を支援していただいていることに敬服しました。有田さん、いつまでも健康で

　子どもたちのために頑張ってください。

　（お芋畑に集合！）　　　　　　　　　　　（お芋の説明をする有田さん）　　　　　　　　（楽しく芋を掘る子どもたち）　　　　　　　　　　　　　　

令和６年度　大分県青少年健全育成大会に参加してきました

（全大会の様子） （井上杉夫さん）

　今年の講演は【元ポリ(ポリス)口演家・大分県人権講師・保護司・防災
士】のすぎちゃん こと井上杉夫さん、軽妙な語り口で現在の若者や子ど
もたちを取り巻く環境や社会の風潮など分かりやすく話して頂きました。
井上さんは子どもたちを対象にした講演もしています。その経験から今の
　　　　　　　　　若者や子どもたちの現状にも詳しく、SNSの危険性
　　　　　　　　　や付き合い方などにも詳しくて家庭での子育ての
　　　　　　　　　中でどのように大人が接していけばいいかなど目か
　　　　　　　　　らうろこの講演会でした。家庭・地域・学校の協働の
　　　　　　　　　大切さを改めて確認しました。
　　　　　　　　　井上さん貴重なお話をありがとうございました。
　　　　　　　　　 すぎちゃん


